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正方行列で､要素は統計分布関数 P(M)dM に従って分布する. M がハ ミ
ル トニアンの表現行列であるときに､固有値統計を考える｡ 行列 〟 はエ
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V(a)- -alog(1-x)-blog(1+'a:), -1< a;<1,
=00)
(2)Legendreアンサンブル























































ハ ミル トニアンhから- ミル トニアンの最小値 hminを引いて計算すると



















数の評価法 として Dysonの四元数行列法が知 られる7)｡ これは β-2で
はそれぞれのアンサンブルに関連 した直交多項式､.β-1,4では歪直交多項
式を用いて相関関数を表す ものである｡古典直交多項式に関連 したアンサ ン
ブルに対 してはこれ らの多項式の表式が書 き下せそこから相関関数が評価で
きる8)0
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